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1　 は じめ に

　1995年に米国で 制定 され た全障害児教育法は、わ が

国の 特殊教育 に 少な か らず影響を与え て い る 。 学校現

場に は ノ
ー

マ ラ イゼ ーシ ョ ン の理念が浸透して 、 障害

児を通常学級に入級させ るこ とが 、 統合教育の 実現 で

あると い う風潮 （山日 1990）や 、 障害児 の 保護者がわ

が子の就学を養護学校よ り通常学級 へ 、そ れが 無理 な

ら特殊学級を強 く希望す る傾向が ある （位頭，1996）
こ とも、指摘され て い る 。 この こ とは 、 保護者が 1統

合 ・交流教育に お い て 、少 しで も多 くの時間を健常児

と共に 過 ごす こ とで、わが子 の 発育を促 した い 」 （高

橋 1992）と考え て い るか らで あろ う。

　M 校の 情緒障害特殊学級 （以下情緒学級と略す）も

統合教育を希望す る保護 者の 強い 要望で 4 年前に新設

された特殊学級で あ る。 在籍児の 中に は精神発達遅滞

を伴 う自閉症児が い る。

　そ こで本研究 で は、自閉症児 の 学校場面に おけるイ

ン テグ レー
シ ョ ン に関する知見を得るた め に 、 対象児

（S 児と略す）の学校場面に お け る環境 ア セ ス メ ン ト

を実施 した経過 と、その 結果、問題 とな っ て い た S 児

の 独語を低減さ せ るこ とを目的に 、 応用行動分析理論

の 枠組み を用い て指導 した過程に っ い て分析 ・検討す

る 。

H　研究の 目的

1　小学 5年自閉症 S 児の 、学校場面に おける環境ア

　 セ ス メ ン トを実施 し分析す る。

2　環境ア セ ス メ ン トの 結果か ら、 S 児の 集団参加を

　 困難に して い る問題 の 、行動 ア セ ス メ ン トを行 い

　 分析する。

3　 S児 の 問題行動 の 低減を目的に し指導計画をた て

　 て 遂行 し、援助を コ ン トロ
ール か らセ ル フ マ ネ

ー

　　ジ メ ン トへ の転換と い っ た観点で 展開を試み る。

皿　研究方法

1　対象児

M 小の情緒学級に在籍 し、精神発達遅滞を伴う 5 年

自閉症男子で あ る 。 S 児 は、理解言語 は 比較的良好 で

あ るが 、 表出言語は単語 レ ベ ル の 要求があ る程度で 、

エ コ
ー

イ ッ クな反応や独語が多く、言語に よる コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン が困難な児童で ある 。

2　標的行動

　S 児の 指導タ ーゲ ッ トを決定す る た め に 、学校場面

に おける環境

ア セ ス メ ン ト

を実施 した。

その 結果 か ら

問題とな っ て

い る 「独語の

低減」を標的

行動と した 。　　　　　 Fig．　1巓アセスメントの髄

3　 「独語の 低減」を 目的 に した研究

　（D　手続 き

　　  独語の 機能的 ア セ ス メ ン ト

　 S 児 の 独語 の 状態を調 べ る こ とを 目的に、情緒学級

と通常学級の 2 場面で 、種々 の 課題と好みの 活動を様

々 な条件設定で 行い ビデオ録画を実施 した。イ ン タ ー

バ ル記録法 に より、全て 60セ ル 中の 独語や不適切行動

の 出現率を求め た 。 そ の結果か ら、S 児の 独語は明確

な機能をもたな い 、 習慣化された ス テ レ オタイプ的な

行動で あ る こ とが推定された 。

　　  ベ ー
ス ラ イ ン記録の 実施

　情緒学級と通常学級の どち らも、10分間 S 児が漢字

練習を して い る場面をビデオ録画で 記録 した。そ の 際

情緒学級担当者は S 児 の 視界に 入 っ て は い るが 、離れ

た 場所 に い て S 児 に 関わ らな い 状態 で 観察 した 。ビデ

オ記録か ら、独語と課題逸脱行動の 出現率をイ ン タ
ー

バ ル記録法で チ ェ ッ ク した 。 独語の状態は、 「鼻唄」

「鼻唄以外の音声」 の 2種類に、課題逸脱行動は、 「

空書」 「空笑」　「鼻ほ じり」 「鉛筆噛み」 「顔の形態

模写」 「指の フ ラ ッ ピ ング」 「離席」 と定義 し、そ れ

ぞれ の 出現率を求めた 。

　　  セ ル フ マ ネ
ー

ジメ ン ト訓練の実施

　セ ル フ マ ネ
ー

ジメ ン ト訓練は 、 情緒学級と通常学級

場面で実施 した。訓練デザイ ン は 、
Fig．2の 通 りで あ

る 。 まず S 児が 、 自分は今喋 っ て い る の か否か 、
ビデ
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オ 映像 や テ ープ レ コ ーダーの モ ニ タ リ ン グか ら弁別す

る 訓練を行 っ た。　 弁別訓練 は 情緒学級場面 の み の 指

導だ っ た が 、S 児 に ○か × の カ
ー

ド、あ る い は 両方 の

カ
ー

ドを 持 た せ、編集 ビ デ オ 映像 を見て 自分 が喋 っ て

い る時は x カ ードを、喋 っ て い な い 時は○カ ー
ドを、

テ レ ビ脇の ポケ ッ トに 選択 して 入れ る反応 の 形成を試

み た 。

　 モ ニ タ リン グ訓練終了後、S 児 が 喋 らな い 状態を理

解 した上 で 、 「喋 らな い で 勉強 します」 とい う発言を

さ せ て言行
一

致訓練を実施 した 。 言行
一
致刮ll練で は 、

強化刺激 に S 児 の大好 きな お菓子を導入 し、 トーク ン

エ コ ノ ミー
法と レス ポ ン ス トコ ス ト法を併用 し、結果

は 言行
一

致率 と弁房旺 反応率 と した 。

　言行一致 訓練は情緒学級 と通常学級 で 実施 し、プ ロ

ーブ に よ っ て 般化効果を確認 した。

　｛2｝ 結果お よ び考察

　 S 児の 独語 に 関 して 、機 能的 ア セ ス メ ン トを実施 し

た 結果 、 独語 は習慣化され た ス テ レオ タ イ プ的な行動

で あ る こ とが 推定 さ れ た 。 独語指導を開始する前 の 3
回 の ベ ー

ス ラ イ ン 記録 で は、情緒学級お よ び通常学級

の ど ち らも、 1鼻唄．」 と 「鼻唄以外の 音声 」 を合 わ せ

た 独語 の 出現率 は 、60 ％ 〜90％ あ り、場所 に よ る 差 は

ほ とん ど な か っ た 。ま た、担当者が 独語 を 注意 した 時

の S 児の 反応か ら、S 児は 自分が今喋 っ て い た の か い

な い の か 、意識 して い な い あ る い は 理解 して い ない よ

うに 推測 さ れ た。そ こ で 、情緒学級 で 9場面を使 っ て

S 児が 喋 っ て い る か 否か の 弁別訓練を実施 した結果 、

ビデオ 映像や テ ープ レ コ ーダーに よ るモ ニ タ リン グで

弁別が 可能 に な っ た 。 しか し、S 児の 場合 ビデ オ 映像

で は、複数 の 要素 か らな る刺激 の
一

っ に 注意 が 向きや

す い 刺激過剰選択傾向 に あ る （山本，1997）こ とが明

ら か に な り、 聴覚刺激の み の テ ープ レ コ ー
ダ
ー

に よる

モ ニ タ 1丿ン グの 方が 、弁別訓練 に 有効で あ る こ とが明

らか に な っ た。　　　　 、 ” 幽 ＃ ■ e ．　 、・鵜 覗 駢
製
咀

躍 ” 挿 齢 の 鐸 露
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2場面実施 した が 、 各訓練場面で は 弁 別 正 反 応 率も高

く、訓練を重 ね る こ と で 言行 t 致率 も早 い 段階 で 到達

目標 を ク リア す る よ うに な っ た （Fig．2）。

　さ ら に、プ ロ
ーブ を情緒学級で 8 回 、 通 常学級で 10

回実施 した が、テ ープ レ コ
ー

ダ
ー

を使用 した場合 は、
ど ち らの 学級 も独語 の 出現率 が 20％ 台 と低 くな り、独

語を コ ン トロ
ールする手 が か りは、テ ープ レコ

ー
ダ
ー

の 存在が有効 で あ るこ とが明 らか に な っ た。現在 S 児

は、9 分程度自分で 独語を コ ン トロ
ー

ル で き るよ うに

な っ て い る 。

r1　 まとめ

　独語の低減を目的 に実施した セ ル フ マ ネ
ージメ ン ト

訓練 で は、一
定時間 はコ ン トロ

ール が可能 に な っ たが、

そ の効果も限られた条件下で あ り、 この 意味か ら考え

ると S 児 の独語行動は 、 周囲の 児童に 迷惑を か ける問

題行動 の ままで あ る。今後の 課題は、 S児 の 独語指導

の 継続と同時に 、 学校全体で取 り組む た め の シス テ ム

や支援体制をどう構築 して い くか が、イ ン テグ レ
ー

シ ョ

ン の 推進 に 結 び っ くと考え られ る。そ の た め に も、 特

殊教育担当者が 障害児 の 指導効果をあげ、 そ の 効果を

通常学級 に 拡大 し、維持 させ て い く試 み や 実 践 を 系統

的 に 実施 して い く こ と だ と考 え る。
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Fig．　Z 　独語指導 デザ イ ン と指導結果
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